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［要  旨］ 

近年、生体用金属材料としてマグネシウム合金が注目されている。しかし、実際に生体材料とし

て利用するためには、マグネシウムが持つ腐食挙動の原因を解明し制御する必要がある。そこで当

研究では異なる純度の純マグネシウム塑性加工材を対象として、組織を評価するとともに、その耐

食性および電気化学特性を評価した。 

 
１ 研究背景・目的 

近年、生体用金属材料としてマグネシウム合金

が注目されている 1)。マグネシウムは生体必須元

素であり、ヤング率がヒト皮質骨と同程度である

ため、応力遮断を抑制できる。また、マグネシウ

ムの腐食挙動には純度が影響することが報告され

ており 2)、その純度を制御することにより、骨接

合材のような生体吸収性材料としての利用が拡が

ることが指摘されている。一方、マグネシウムを

生体材料として利用するためには、マグネシウム

の純度が耐食性に及ぼす影響を把握することに加

え、マグネシウムの結晶粒径や集合組織が耐食性

に及ぼす影響を明らかにする必要がある。 

そこで本研究では、異なる純度の純マグネシウ

ム塑性加工材を対象として、組織を評価するとと

もに、その耐食性および電気化学特性を評価した

ので報告する。 

 

 

 

２ 研究内容・考察 

２．１ 純Mg製クロスピンのミクロ組織観察 

２．１．１ 研究内容 

 純度の異なる二種類の純 Mg 製クロスピンを供

試材とし、光学顕微鏡によるミクロ組織観察およ

び EBSD （ Electron Backscattered 

Diffraction：電子線後方散乱回折）によるミク

ロ組織解析を行った。 

供試材の純度は、試料１が 99.9％、試料 2 が

99.991％である。クロスピンは引抜きにより作製

され、大きさは直径 2mm、長さ 100mmである。供

試材は長さ約 20mm に切断して樹脂に埋め込み、

最終的に 0.06 ミクロンのアルミナで仕上げ研磨

を行い、鏡面に仕上げた。鏡面研磨後の試料は樹

脂から取り出し、アルゴンイオンエッチングを行

い光学顕微鏡観察と EBSD 測定に供した。イオン

エッチングの条件は加速電圧 500V、イオン電流

密度 1.2mA/cm2、エッチング時間 30～50 分であ

る。今回はまず光学顕微鏡観察を行い試料の結晶

粒径を確認してから EBSD 測定を行った。また光

学顕微鏡観察を行った試料を EBSD 測定にも用い

た。EBSD測定は試料 1では 0.7μmステップ、試

料 2 では 1.5μm ステップで行った。なおミクロ

組織観察、EBSD 測定とも引抜き方向と垂直な面

を観察または測定した。 
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